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研究成果の概要（和文）：これまで、様々な形態の不完全競争や地域の非対称性と経済活動の空間的分布との関係を分
析してきた空間経済学と、公共部門以外は完全競争的市場想定した地域経済政策についての伝統的な分析は、比較的分
断された文脈で行われてきた。本研究では、両者を融合させることで、不完全競争や地域の非対称性が地域経済政策に
どのように影響するのかを分析した。この研究成果は、より実態に即した状況設定の下での地域経済政策の効果を明ら
かにし、実際の政策の策定において重要な示唆を提供しうるものと期待される。

研究成果の概要（英文）：Traditionally, researchers in spatial economics have investigated the 
relationship between spatial distribution of economic activities and various market imperfections/spatial 
asymmetries whereas those in (local) public economics have examined efficacy of regional economic 
policies assuming perfect competitive markets and regional symmetry. This research project has unified 
the two strands of research and uncovered the efficacy of regional economic policies under market 
imperfections/ regional asymmetries.

研究分野： 都市・地域経済学、空間経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
地域経済政策についての伝統的な分析に

おいては、経済活動の地域間相互依存関係を
表現するのに比較的簡素な枠組みが用いら
れてきた。多くは完全競争的市場を想定し、
市場の不完全性を導入する場合でも、簡単な
形の外部性を想定するなど、複数地域の枠組
みであっても、その相互依存関係は極端に単
純化された。その上で、地域間移動が可能な
生産要素への課税や地方公共財の供給につ
いての分析が行われてきた。 
しかし、実際には、市場の不完全性や地域

の非対称性が極めて重要な役割を果たすこ
とが分かっており、そうした要素がどのよう
にこれまでの知見を左右するかを分析する
ことは必要不可欠であると考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 
空間経済学において考え出された枠組み

を用いて地域経済政策を分析し、様々な形態
の不完全競争や地域の非対称性が地域経済
政策の効果にどのように影響するのかを明
らかにすることを目的とした。 
特に、以下の二点に焦点を絞った。まず、

寡占や独占的競争、失業の存在といった市場
の不完全性がある下で、地域経済政策の意図
せざる効果、いわゆる外部性がどのような特
徴を持つのかを明らかにすることを目指し
た。そして、次に、こうした地域経済政策の
結果、どういった地域が社会厚生の改善を享
受できるのか、そして、社会全体にとってそ
れは望ましいのかを考察することを目的と
した。 
 
 
３．研究の方法 
 
まず、空間経済学で頻繁に用いられてきた

不完全競争市場を扱う枠組みに政策を導入
し、比較静学などを通じて、地域経済政策の
効果を導出した。その上で、その結果と、完
全競争市場を想定した従来の研究成果とを
比較した。 
さらに、経済政策の地域間相互依存関係を

分析する枠組みである租税競争の枠組みと
組み合わせ、複数地域間の政策競争への影響
も分析した。全体を通じて、ミクロ経済学を
応用した理論研究を中心に分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
主な研究成果は以下の通りである。 
 
(1) 人々のスキル形成を明示的に取り込ん
だ貿易モデルを構築し、貿易の活性化が、ス
キル形成および賃金格差にどのような影響

を及ぼすのかを理論的に分析した。その結果、
貿易がスキルや人的資本形成を促進するこ
とが分かった。特に、この効果が、名目所得
格差の拡大を通じて生じるだけでなく、名目
所得格差が一定であっても、そこから得られ
る効用、すなわち実質所得の格差を拡大させ
ることで生じ得ることを示した。 
 
(2) 空間経済学の枠組みを用いて、地域の
市場規模が、人々の起業行動にどのような影
響を持ちうるのかを理論・実証両面から明ら
かにした。その結果、地域市場規模の拡大は、
企業同士の競争を激化させて、起業を抑制さ
せる効果と、自国市場効果を通じて起業を促
す効果の両方を持つが、日本においては、中
小都市では前者が、大都市では後者が支配的
であることが明らかになった。 
 
(3) 都市における転職行動と移住行動との
関係を分析し、転職パターンと、都市内移住
パターンとが対応しうること、そして、それ
を通じて、企業の求人供給行動が歪められて
しまうことを明らかにした。 
 (1)から(3)の三つの研究は、空間構造と職
業選択とが密接に関係していることを示し
ており、地域経済政策がどのように労働市場
にまで波及しうるかを解析するための土台
になるものであると考えられる。 
 
(4) 空間構造を明示的に考慮したモデルに、
出生率を内生的に決める枠組みを導入し、都
市の社会的人口変化と自然人口変化の両方
を統一して分析できる枠組みを構築した。そ
れを用いて、東京大都市圏の人口変動をカリ
ブレートし、様々な要素が都市規模にどの程
度の影響をもたらすのかを数値解析した。 
現在の東京における低出生率、および、長
年続く東京圏への人口流入に鑑みると、この
成果は、地方と東京都の人口バランスや少子
高齢化の問題への解決策を探るのに有用で
あると考えられる。 
 
(5) 複数地域と、その間での移住費用を考
慮した職探しモデル（ジョブ・サーチモデル）
を構築し、移住費用の社会厚生への影響、お
よび、その労働市場への影響を、定性的、定
量的にあきらかにした。それにより、移住費
用の存在が、市場にゆがみをもたらすこと、
そして、その定量的な影響は、生産性の 3割
程度の変化と同程度であることを示した。 
この結果は、航空網や鉄道網、高速道路網
の整備といった地域間の移動費用を下げる
方策について、費用便益分析を行う際に有用
であると考えられる。 
 
(6) 人的コネクションを考慮した職探しモ
デルを構築し、都市化と、職探しにおける人
的ネットワーク選択との関係を分析した。 
それにより、経済規模が大きくなるにつれ
て、都市化が進展し、それとともに、もとも



と親しい人 （々身内）とのネットワークより、
弱いつながりを持つ人々とのネットワーク
を重視するようになり、そこから職に関する
情報を得るようになることが分かった。また、
そうしたネットワーク構築にはいわゆる外
部性が伴うため、ネットワーク構築の水準は
効率的にならないことを示した。 
この結果は、地域の雇用問題を考える上で、

人的ネットワークが重要であることを示し
ており、就業支援政策の立案に有用であると
考えられる。 
 
(7) 資源が偏在している状況下での資本移
動および企業・資本誘致政策の効果を分析し
た。それにより、資本移動は資源の豊富な国
にとって社会厚生を悪化させる要因となり
得ること、そして、企業・資本誘致政策は逆
に、資源の乏しい国にとって社会厚生を悪化
させる要因となり得ることを示した。さらに、
その原因は、資本移動が資本所得を通じた生
産物価値の移転をもたらすためであること
が分かった。 
こうした結果は、資源の乏しい日本が誘致
政策を実施するとどうなるのかを考える上
で参考になると思われる。 
 
(8) 空間構造を持つ都市モデルにおいて、
所得や雇用の格差がある状況を想定し、宅地
開発のパターンを分析した。それにより、
様々な政策が宅地開発パターンをどのよう
に左右し、それが社会厚生の改善に結びつく
のかどうかを吟味した。 
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